
計画の区分： 大学院の設置

　　　電話番号　　０６-６６１２-５９０２

　　　（夜間）　　０６-６６１２-５９００

　　担当部局（課）名　　学長室

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　職名・氏名　　室長　　石
イシ

　﨑
ザキ

　哲
テツ

　朗
オ

　作成担当者

学校法人相愛学園　　　

[平成30年度設置］

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

相愛大学大学院　音楽研究科

平成３０年５月１日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学部名称変更））

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０６-６６１２-２９９４

　　　ｅ－mail　　g-shitsu@soai.ac.jp

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　・大学新設の場合：「○○大学」

　　　３　大学番号の欄については，平成30年３月26日付事務連絡「履行状況報告書の提出

　　　　　について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

認可

大学番号：私２４３
注３



＜音楽専攻（修士課程）＞

　別紙３：相愛大学ＦＤ委員会規程　・・・・・・・・・・・・・・・・・　３０

　別紙１：相愛大学大学院音楽研究科履修要覧　2018(平成30年度)<抜粋>　２３

目次

音楽研究科

ページ

１．調査対象大学等の概要等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１

２．授業科目の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　５

３．施設・設備の整備状況、経費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　８

　別紙４：相愛大学大学院音楽研究科設置に伴う諸規程等に関する学長達・　３２

　別紙５：設置の趣旨・目的の達成状況に関する統括評価・所見　・・・・　３３

４．ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況　・・・・・・・・・・・・・・・　　９

５．教員組織の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１０

６．留意事項等に対する履行状況等　・・・・・・・・・・・・・・・・・　１９

７．その他全般的事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２０

　別紙２：シラバス新旧対照表　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２６



設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ カ ネ コ　サ ト ル ）

金　児　曉　嗣

（平成24年1月）

（ カ ネ コ　サ ト ル ）

金　児　曉　嗣

（平成22年4月）

（ クロサカ　トシアキ ）

黒　坂　俊　昭

（平成30年4月）

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人相愛学園

　　　　相愛大学

　　　　大阪府大阪市住之江区南港中４丁目４番１

研究科長

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

学　　長

職　　名

（２） 大　学　名

　　　〒５５９－００３３

（３） 大学の位置

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成３０年度に報告する内容　→（30）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２９年度に報告済の内容　→（29）

　　　　記入してください。
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年 人 人

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

8　人 －　人 8　人 －　人

16 －

( 5 ) ( － ) ( 　 ) ( 　 )

[ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

16 －

( 5 ) ( － ) ( 　 ) ( 　 )

[ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

10 －

( 5 ) ( － ) ( 　 ) ( 　 )

[ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

10 －

( 5 ) ( － ) ( 　 ) ( 　 )

[ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「社会人」については，認可申請書において貴学が定める社会人の定義に従って記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

1.25

音楽関係

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

平成３１年度

[ 　－　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

Ａ　 入学定員

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・ （　 ）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

[ 　－　 ]

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　（５）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

平成３０年度

(　 － 　) (　 － 　)

平均入学定員
超 過 率

1.25倍

備　　考

（注）・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
　　　・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

基礎となる学部等

音楽学部音楽学科
　　　音楽専攻（修士課程）
　 2 8 16

　　修士（音楽）　

　
　音楽研究科

　（５）－①　調査対象研究科等の名称等

調査対象研究科等
の名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 収容定員

学位又は学科の
分野

（５）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　様式は，平成２８年度開設の博士後期課程の場合（平成３０年度までの３年間）ですが，開設年度・

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が２年以下の場合には欄を削除し，４年以上の場合

　　　　には，欄を設けてください。）

2



報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

10 －

[ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

（ － ） （ － ） （ 　 ） （ 　 ）

[ 　 ] [ 　 ]

（ 　 ） （ 　 ）

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生も含めて記入してください。その際，備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

平成３０年度

　（５）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

１年次

備　　　　　考

　

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

計

10

[ 　－　 ] [　　　　 ]

３年次

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

２年次

（ 　－　 ） （　　　　 ）

平成３１年度

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

入学した年度

10 人 0 人 平成３０年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

10 人 0 人

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 10

【平成３１年度】

平成３１年度の退学者数（ａ） 0
平成３１年度の在学者数（ｂ） 0

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

平成３０年度

平成３１年度

退学者数

在学者数（b） 退学者数（a）

人

内訳

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

人

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。　

合　　計

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　在学者数や退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の在学者数については，該当年度に在学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　内訳については，退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　　　ありません。）

0 ％

#DIV/0! ％

=

=

=

=
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 2 1前 1 1 2

1後 1 1 2 1後 1 1 2

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 　 2 　 1 　 　 　 　 1 1後 　 2 　 1 　 　 　 　 1

2前 　 2 　 1 　 　 1 2前 　 2 　 1 　 　 1

1前 　 2 　 　 　 　 　 　 1 1前 　 2 　 　 　 　 　 　 1

1後 2 1 1後 2 1

1通 　 2 　 1 　 　 　 1 1通 　 2 　 1 　 　 　 1

2通 　 2 　 1 　 　 　 1 2通 　 2 　 1 　 　 　 1

1通 　 2 　 4 　 　 　 4 1通 　 2 　 4 　 　 　 4

2通 　 2 　 4 　 　 　 4 2通 　 2 　 4 　 　 　 4

1通 　 2 　 3 　 　 　 1通 　 2 　 3 　 　 　

2通 　 2 　 3 　 　 　 2通 　 2 　 3 　 　 　

1通 　 2 　 4 1 　 　 　 1通 　 2 　 4 1 　 　 　

2通 　 2 　 4 1 　 　 　 1 2通 　 2 　 4 1 　 　 　 1

1通 　 4 　 1 　 　 　 1通 　 4 　 1 　 　 　

2通 　 4 　 1 　 　 　 2通 　 4 　 1 　 　 　

1通 　 4 　 1 　 　 　 1通 　 4 　 1 　 　 　

2通 　 4 　 1 　 　 　 2通 　 4 　 1 　 　 　

1通 　 2 　 　 　 　 18 1通 　 2 　 　 　 　 18

2通 　 2 　 　 　 　 18 2通 　 2 　 　 　 　 18

1通 4 1 　 　 9 1通 4 1 　 　 9

2通 4 1 9 2通 4 1 9

1通 4 2 1 18 1通 4 2 1 18

2通 4 2 1 18 2通 4 2 1 18

1通 4 7 24 1通 4 7 24

2通 4 7 24 2通 4 7 24

1通 4 1 4 1通 4 1 4

2通 4 1 　 　 4 2通 4 1 　 　 4

1通 4 1 　 　 1 1通 4 1 　 　 1

2通 4 1 　 　 1 2通 4 1 　 　 1

2通 4 1 1 　 　 2通 4 1 1 　 　

1～2通 - - - 10 2 1 　 　 1～2通 - - - 10 2 1 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（注）・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と平成３０年度の表を記入してください。
　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、
　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

兼
任
・
兼
担

演奏理論特別演習Ⅱ

２　授業科目の概要

＜音楽研究科音楽専攻（修士課程）＞

【認可時又は届出時】

（１）ー① 授業科目表

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

楽書講読A

科目
区分

演奏理論特別演習Ⅰ

西洋芸術音楽総合演習Ⅰ

西洋芸術音楽総合演習Ⅱ

西洋芸術音楽総合演習Ⅰ

西洋芸術音楽総合演習Ⅱ

兼
任
・
兼
担

【平成３０年度】

共通
科目

室内楽特別演習Ⅱ

専
　
門
　
科
　
目

専
門
演
習
科
目

現代音楽特論

スコア・リーディング

共通
科目

専
門
特
論
科
目

現代音楽特論

スコア・リーディング

楽書講読A

楽書講読B

音楽によるアウトリーチA

音楽によるアウトリーチB

音楽療法特論Ａ

西洋音楽史特別演習B

副科特別実技Ⅱ

音楽療法特論B

オペラ特別演習Ⅰ

オペラ特別演習Ⅱ

オーケストラ特別演習Ⅰ

オーケストラ特別演習Ⅱ

室内楽特別演習Ⅰ

専
門
研
究
科
目

声楽専門実技Ⅰ

声楽専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ

鍵盤専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ

器楽専門実技Ⅱ

作曲専門実技Ⅰ

作曲専門実技Ⅱ

音楽学研究演習Ⅰ

音楽学研究演習Ⅱ

作品研究報告書制作

（研究指導）

専
　
門
　
科
　
目

専
門
特
論
科
目

専
門
演
習
科
目作品分析特別演習Ⅰ

作品分析特別演習Ⅱ

西洋音楽史特別演習A

副科特別実技Ⅰ

楽書講読B

音楽によるアウトリーチA

音楽によるアウトリーチB

音楽療法特論Ａ

音楽療法特論B

オペラ特別演習Ⅰ

オペラ特別演習Ⅱ

オーケストラ特別演習Ⅰ

オーケストラ特別演習Ⅱ

室内楽特別演習Ⅰ

室内楽特別演習Ⅱ

演奏理論特別演習Ⅰ

演奏理論特別演習Ⅱ

作品分析特別演習Ⅰ

作品分析特別演習Ⅱ

西洋音楽史特別演習A

西洋音楽史特別演習B

専
門
研
究
科
目

声楽専門実技Ⅰ

声楽専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ

鍵盤専門実技Ⅱ

作品研究報告書制作

（研究指導）

副科特別実技Ⅰ

副科特別実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ

器楽専門実技Ⅱ

作曲専門実技Ⅰ

作曲専門実技Ⅱ

音楽学研究演習Ⅰ

音楽学研究演習Ⅱ
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【平成３０年度】

（注）・  変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。
　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、
　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　

（２） 授業科目数

　　特になし。

　　　　

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

備考

[　　　　]

33

[　　　　]

0

[　　　　]

計（Ａ）

35

[　　　　]

必修 選択 自由 計

変更状況

2 33 0 35 2

設置時の計画

必修 選択 自由
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

35

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

未開講の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　該当なし

　　　　留意してください。

＝ 0

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び
　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。
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備考

大学全体

大学全体

大学全体

大学全体

｢ゴルフ練習場｣取壊し(30)

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0　㎡

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，

　　　　その理由及び報告年度「（30）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

そ　の　他

合　　　計

0　㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

359

12,664  ㎡
13,028  ㎡

1,263　㎡ 5,814　㎡
73,609  ㎡
73,973  ㎡

0　㎡ 0　㎡

0　㎡

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

(23,994〔5,335〕)
(23,375〔5,361〕)

（216〔74〕） （53〔53〕）

4,110　㎡

　

図
書
・
設
備

(５)

計

216〔74〕　

種

音楽研究科

23,505〔5,385〕 

図　　書 学術雑誌

講　義　室

47　室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

千円 千円

80千円

設備購入費

図書購入費

千円 千円

73,609  ㎡
73,973  ㎡

語学学習施設

（補助職員　0　人）

0　室

情報処理学習施設

7　室

（補助職員　1　人）

第６年次

1,245千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,590　千円 1,390　千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

3,024　㎡ テニスコート６面 ゴルフ練習場

開設前年度

0千円

407千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学経常費補助金、寄附金、雑収入等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 0千円 0千円

第４年次 第５年次

0千円

11,917 54

(11,901)
(11,862)

経費
の見
積り

完成年度

244,000

開設年度完成年度

80千円

53〔53〕　

（　54　）

53〔53〕　 27,563

0千円

0千円

（53〔53〕）
(27,818)
(27,370)

(11,901)
(11,862)

収 納 可 能 冊 数

27,563

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

（　54　）
(27,818)
(27,370)

点 点 点

23,505〔5,385〕 

11,917 54

電子ジャーナル

実験実習室

13　室

標　　本
〔うち外国書〕

129　室

３　施設・設備の整備状況，経費

申請研究科全体

0　㎡ 35,331 ㎡

（ 　　35,331 ㎡）

66,532　㎡
66,896　㎡

1,263　㎡

計

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

音楽研究科　音楽専攻 室

冊

216〔74〕　

(23,994〔5,335〕)
(23,375〔5,361〕)

（216〔74〕）

(４) 専任教員研究室

12,664　㎡
13,028　㎡

0　㎡

35,331 ㎡ 0　㎡

（　　　　0　　㎡） （　　　　0　　㎡）

13

視聴覚資料 機械・器具

（　　　35,331 ㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

5,814　㎡

運動場用地

小　　　計
66,532　㎡
66,896　㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

1,263　㎡ 5,814　㎡ 60,945  ㎡53,868  ㎡

大学全体
本町学舎の一部を相愛高等学
校・中学校と共用
相愛高校(収容定員:1,200名/
面積基準:6,240㎡)
相愛中学校(収容定員:450人/
面積基準:3,060㎡)
（音楽研究科で使用する南港
学舎での共用はなし）
運動場用地として算出してい
た「ゴルフ練習場」取壊しに
よる面積減(30)

図書､学術雑誌､電子ジャーナ
ル、視聴覚資料は、音楽学部
と共用
機械･器具､標本については大
学全体
図書の外国書の減は、除籍に
よる(30)

申請研究科全体

「教員1人当り研究費等」は
研究科単位での算出不能なた
め、学部との合計
 ※その他、学内の教員を対
象とした競争的研究費があ
る。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成３０年５月１日現在の数値を記入してください。

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開
設
年
度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

大学院

　音楽研究科 2 8 - 16
修士

（音楽） 1.25
平成

30年度

音楽学部

　音楽学科 4 100 - 400
学士

（音楽） 0.69
平成

12年度 同上

　音楽ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 - - -
学士

(音楽ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ)
-

平成
23年度 同上

平成30年より
学生募集停止

人文学部

　人文学科 4 90 - 360 学士
（人文学）

0.90
平成

25年度 同上

　　日本文学コース (25)

　　歴史･ｻﾌﾞｶﾙﾁｬｰｺｰｽ (10)

　　仏教文化コース (10)

　　心理コース (25)

　　国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ (10)

　　ﾋﾞｼﾞﾈｽ･社会ｺｰｽ (10)

　日本文化学科 4 - - - 学士
（人文学）

-
昭和

59年度 同上
平成25年より
学生募集停止

人間発達学部

　子ども発達学科 4 80 - 320 学士
(子ども発達学)

0.89
平成

18年度 同上

　発達栄養学科 4 80 - 320 学士
(発達栄養学)

0.77
平成

18年度 同上

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

      ・ＡＣ対象学部等については、必ず記入するとともに、下線を引いてください。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成３０年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

４　ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況

　相　愛　大　学

大阪市住之江区南港中
4-4-1

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。
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【認可時又は届出時】 【平成３０年度】

５　教員組織の状況

＜音楽研究科　音楽専攻（修士課程）＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専
教授

黒坂　俊昭

＜平成30年4月＞

専
教授

黒坂　俊昭

＜平成30年4月＞

西洋芸術音楽総合演習Ⅰ
西洋芸術音楽総合演習Ⅱ
西洋音楽史特別演習A
西洋音楽史特別演習B
音楽学研究演習Ⅰ
音楽学研究演習Ⅱ
作品研究報告書制作
（研究指導）

西洋芸術音楽総合演習Ⅰ
西洋芸術音楽総合演習Ⅱ
西洋音楽史特別演習A
西洋音楽史特別演習B
音楽学研究演習Ⅰ
音楽学研究演習Ⅱ
作品研究報告書制作
（研究指導）

専 教授

飯塚　一郎（一朗）

＜平成30年4月＞

専 教授

飯塚　一郎（一朗）

＜平成30年4月＞

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

専 教授

稲垣　聡

＜平成30年4月＞

専 教授

稲垣　聡

＜平成30年4月＞

室内楽特別演習Ⅰ
室内楽特別演習Ⅱ
演奏理論特別演習Ⅰ
演奏理論特別演習Ⅱ
鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ
（研究指導）

室内楽特別演習Ⅰ
室内楽特別演習Ⅱ
演奏理論特別演習Ⅰ
演奏理論特別演習Ⅱ
鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ
（研究指導）

専 教授

小栗(工藤)　まち絵

＜平成30年4月＞

専 教授

小栗(工藤)　まち絵

＜平成30年4月＞

室内楽特別演習Ⅰ
室内楽特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

室内楽特別演習Ⅰ
室内楽特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

専 教授

斎藤　建寛（齊藤　達男）

＜平成30年4月＞

専 教授

斎藤　建寛（齊藤　達男）

＜平成30年4月＞

室内楽特別演習Ⅰ
室内楽特別演習Ⅱ
演奏理論特別演習Ⅰ
演奏理論特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

室内楽特別演習Ⅰ
室内楽特別演習Ⅱ
演奏理論特別演習Ⅰ
演奏理論特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

専 教授

清水　信貴

＜平成30年4月＞

専 教授

清水　信貴

＜平成30年4月＞

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ
演奏理論特別演習Ⅰ
演奏理論特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ
演奏理論特別演習Ⅰ
演奏理論特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

専 教授

田辺(田邉)　良子

＜平成30年4月＞

専 教授

田辺(田邉)　良子

＜平成30年4月＞

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

専 教授

中谷　満

＜平成30年4月＞

専 教授

中谷　満

＜平成30年4月＞

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ
演奏理論特別演習Ⅰ
演奏理論特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ
演奏理論特別演習Ⅰ
演奏理論特別演習Ⅱ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

専 教授

前田　昌宏

＜平成30年4月＞

専 教授

前田　昌宏

＜平成30年4月＞

音楽によるアウトリーチＡ
音楽によるアウトリーチＢ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

音楽によるアウトリーチＡ
音楽によるアウトリーチＢ
器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ
（研究指導）

専 教授

山本　英二

＜平成30年4月＞

専 教授

山本　英二

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ
（研究指導）

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ
（研究指導）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専
准教
授

泉　貴子

＜平成30年4月＞

専
准教
授

泉　貴子

＜平成30年4月＞

西洋芸術音楽総合演習Ⅰ
西洋芸術音楽総合演習Ⅱ
オペラ特別演習Ⅰ
オペラ特別演習Ⅱ
演奏理論特別演習Ⅰ
演奏理論特別演習Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ
作品研究報告書制作
（研究指導）

西洋芸術音楽総合演習Ⅰ
西洋芸術音楽総合演習Ⅱ
オペラ特別演習Ⅰ
オペラ特別演習Ⅱ
演奏理論特別演習Ⅰ
演奏理論特別演習Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ
作品研究報告書制作
（研究指導）

専
准教
授

松本　直祐樹

＜平成30年4月＞

専
准教
授

松本　直祐樹

＜平成30年4月＞

西洋芸術音楽総合演習Ⅰ
西洋芸術音楽総合演習Ⅱ
作品分析特別演習Ⅰ
作品分析特別演習Ⅱ
作曲専門実技Ⅰ
作曲専門実技Ⅱ
（研究指導）

西洋芸術音楽総合演習Ⅰ
西洋芸術音楽総合演習Ⅱ
作品分析特別演習Ⅰ
作品分析特別演習Ⅱ
作曲専門実技Ⅰ
作曲専門実技Ⅱ
（研究指導）

専 講師

井上(菊池)　麻紀

＜平成30年4月＞

専 講師

井上(菊池)　麻紀

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ
（研究指導）

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ
（研究指導）

兼担
准教
授

松谷(藤岡)　葉子

＜平成30年4月＞

音楽によるアウトリーチＡ
音楽によるアウトリーチＢ

兼担
准教
授

石村　真紀

＜平成30年4月＞
兼担

准教
授

石村　真紀

＜平成30年4月＞

音楽療法特論Ａ 音楽療法特論Ａ

兼担 教授

米田　哲二

＜平成30年4月＞
兼担 教授

米田　哲二

＜平成30年4月＞

声楽専門実技Ⅰ 声楽専門実技Ⅰ

兼担
准教
授

大谷(杉山)　玲子

＜平成30年4月＞
兼担

准教
授

大谷(杉山)　玲子

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

大谷　紀美子

＜平成30年4月＞

兼任 講師

大谷　紀美子

＜平成30年4月＞

楽書講読Ａ
楽書講読Ｂ
音楽学研究演習Ⅰ
音楽学研究演習Ⅱ

楽書講読Ａ
楽書講読Ｂ
音楽学研究演習Ⅰ
音楽学研究演習Ⅱ

兼任 講師

中村　滋延

＜平成30年4月＞
兼任 講師

中村　滋延

＜平成30年4月＞

現代音楽特論 現代音楽特論

兼任 講師

若林　千春

＜平成30年4月＞

兼任 講師

若林　千春

＜平成30年4月＞

スコア・リーディング
作曲専門実技Ⅰ
作曲専門実技Ⅱ

スコア・リーディング
作曲専門実技Ⅰ
作曲専門実技Ⅱ

兼任 講師

石原(山口)　興子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

石原(山口)　興子

＜平成30年4月＞

音楽療法特論Ａ 音楽療法特論Ａ

兼任 講師

馬場　清孝

＜平成30年4月＞

兼任 講師

馬場　清孝

＜平成30年4月＞

オペラ特別演習Ⅰ
オペラ特別演習Ⅱ
副科特別実技Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

オペラ特別演習Ⅰ
オペラ特別演習Ⅱ
副科特別実技Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

尾高　忠明

＜平成30年4月＞
兼任 講師

尾高　忠明

＜平成30年4月＞

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ

兼任 講師

円光寺　雅彦

＜平成30年4月＞
兼任 講師

円光寺　雅彦

＜平成30年4月＞

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

梅田　俊明

＜平成30年4月＞
兼任 講師

梅田　俊明

＜平成30年4月＞

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ

兼任 講師

小林　恵子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

小林　恵子

＜平成30年4月＞

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ

オーケストラ特別演習Ⅰ
オーケストラ特別演習Ⅱ

兼任 講師

有馬　純寿

＜平成31年4月＞
兼任 講師

有馬　純寿

＜平成31年4月＞

演奏理論特別演習Ⅱ 演奏理論特別演習Ⅱ

兼任 講師

井岡　潤子

＜平成30年4月＞

兼任 講師

井岡　潤子

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

木澤　佐江子

＜平成30年4月＞

兼任 講師

木澤　佐江子

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

畑田　弘美

＜平成30年4月＞

兼任 講師

畑田　弘美

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

福田　清美

＜平成30年4月＞

兼任 講師

福田　清美

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

松原　友

＜平成30年4月＞

兼任 講師

松原　友

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ
声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

清水　明

＜平成30年4月＞
兼任 講師

清水　明

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師

中根　庸介

＜平成30年4月＞
兼任 講師

中根　庸介

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師

鈴木　豊人

＜平成30年4月＞
兼任 講師

鈴木　豊人

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師

首藤　元

＜平成30年4月＞
兼任 講師

首藤　元

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師

向井　和久

＜平成30年4月＞
兼任 講師

向井　和久

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師

岡本　哲

＜平成30年4月＞
兼任 講師

岡本　哲

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師

三宅　孝典

＜平成30年4月＞
兼任 講師

三宅　孝典

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師

杉山　康人

＜平成30年4月＞
兼任 講師

杉山　康人

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師

吉野　竜城

＜平成30年4月＞
兼任 講師

吉野　竜城

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

川浪　浩一

＜平成30年4月＞
兼任 講師

川浪　浩一

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師

林　俊武

＜平成30年4月＞
兼任 講師

林　俊武

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師

幣　隆太朗

＜平成30年4月＞
兼任 講師

幣　隆太朗

＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師
＜平成30年4月＞

兼任 講師
＜平成30年4月＞

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

副科特別実技Ⅰ
副科特別実技Ⅱ

兼任 講師

片桐　直樹

＜平成30年4月＞
兼任 講師

片桐　直樹

＜平成30年4月＞

声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

児玉　祐子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

児玉　祐子

＜平成30年4月＞

声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

大谷　正和

＜平成30年4月＞
兼任 講師

大谷　正和

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

岡本　麻子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

岡本　麻子

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

北川　恵美

＜平成30年4月＞
兼任 講師

北川　恵美

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

小坂　圭太

＜平成30年4月＞
兼任 講師

小坂　圭太

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

坂本　恵子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

坂本　恵子

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

佐野　えり子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

佐野　えり子

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

塩見　亮

＜平成30年4月＞
兼任 講師

塩見　亮

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

釈迦郡　洋介

＜平成30年4月＞
兼任 講師

釈迦郡　洋介

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

田尻　洋一

＜平成30年4月＞
兼任 講師

田尻　洋一

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

中川(大守)　知保

＜平成30年4月＞
兼任 講師

中川(大守)　知保

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

練木　繁夫

＜平成30年4月＞
兼任 講師

練木　繁夫

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

長谷川　美穂子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

長谷川　美穂子

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

服部　久美子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

服部　久美子

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

星(羽賀)　裕子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

星(羽賀)　裕子

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

彌園　友子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

彌園　友子

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

宮下　直子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

宮下　直子

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

宮本　聖子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

宮本　聖子

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

山口　博明

＜平成30年4月＞
兼任 講師

山口　博明

＜平成30年4月＞

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

鍵盤専門実技Ⅰ
鍵盤専門実技Ⅱ

兼任 講師

竹林　秀憲

＜平成30年4月＞
兼任 講師

竹林　秀憲

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

岩田　瑞和子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

岩田　瑞和子

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

Kenneth Tse

＜平成30年4月＞
兼任 講師

Kenneth Tse

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

André Henry

＜平成30年4月＞
兼任 講師

André Henry

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

早坂　宏明

＜平成30年4月＞
兼任 講師

早坂　宏明

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

堀内　吉昌

＜平成30年4月＞
兼任 講師

堀内　吉昌

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

宮本(籏瀨)　妥子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

宮本(籏瀨)　妥子

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

吉原(山口)すみれ

＜平成30年4月＞
兼任 講師

吉原(山口)すみれ

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

五十嵐(島貫)由紀子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

五十嵐(島貫)由紀子

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

池川(井上)　章子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

池川(井上)　章子

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

漆原　啓子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

漆原　啓子

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

岸邉　百百雄

＜平成30年4月＞
兼任 講師

岸邉　百百雄

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

14



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

　　　・  設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、平成３０年度開設であれば平成２７年度から
　　　　平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。

兼任 講師

米田　哲二

＜平成31年4月＞
兼任 講師

米田　哲二

＜平成31年4月＞

声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

声楽専門実技Ⅰ
声楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

佐藤　一紀

＜平成30年4月＞
兼任 講師

佐藤　一紀

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

曽我部(松井)千恵子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

曽我部(松井)千恵子

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

田渕(岸邉)　洋子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

田渕(岸邉)　洋子

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

マウロ･イウラート

＜平成30年4月＞
兼任 講師

マウロ･イウラート

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

森田(曽田)　玲子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

森田(曽田)　玲子

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

今井　信子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

今井　信子

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

小峰　航一

＜平成30年4月＞
兼任 講師

小峰　航一

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

竹内　晴夫

＜平成30年4月＞
兼任 講師

竹内　晴夫

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

秋津　智承

＜平成30年4月＞
兼任 講師

秋津　智承

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

堤　剛

＜平成30年4月＞
兼任 講師

堤　剛

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

花崎　薫

＜平成30年4月＞
兼任 講師

花崎　薫

＜平成30年4月＞

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

器楽専門実技Ⅰ
器楽専門実技Ⅱ

兼任 講師

檜垣　智也

＜平成30年4月＞
兼任 講師

檜垣　智也

＜平成30年4月＞

作曲専門実技Ⅰ
作曲専門実技Ⅱ

作曲専門実技Ⅰ
作曲専門実技Ⅱ

兼任 講師

山根　明季子

＜平成30年4月＞
兼任 講師

山根　明季子

＜平成30年4月＞

作曲専門実技Ⅰ
作曲専門実技Ⅱ

作曲専門実技Ⅰ
作曲専門実技Ⅱ

兼任 講師

湯浅　譲二

＜平成30年4月＞
兼任 講師

湯浅　譲二

＜平成30年4月＞

作曲専門実技Ⅰ
作曲専門実技Ⅱ

作曲専門実技Ⅰ
作曲専門実技Ⅱ

（注）・　申請書又は届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

兼任 講師

松谷(藤岡)　葉子

＜平成30年4月＞

音楽によるアウトリーチＡ
音楽によるアウトリーチＢ
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【平成３０年度】

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、平成３０年度開設であれば平成２７年度から
　　　　平成２９年度）の表は適宜削除してください。

（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には，「現在（報告書提出時）の状況」に記入した数字に，教員審査を受審済みであり，

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに，［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成３０年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　・専門職大学院の場合は，「研究指導教員」を「研究者教員」と，「研究指導補助教員」を「実務家教員」と修正して記入してください。

現在（報告書提出時）の完成年度時の計画（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

報告書提出時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告書提出時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑤　現在（報告書提出時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
2

= 15.38 ％
13

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
13

= 100 ％
13

68 2 2

歳 名 名

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告書提出時（上
記（Ｂ））の教員
のうち、定年を延
長して採用してい

る教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

12 1 0

（12） （1） （0） ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

12 1 0
12 1 0

［　0　］ ［　0　］

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

0 13

（10） （2） （1） （0） （13） ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］

1 0 13
10 2 1

講　師 助　教
計

（Ｃ）

10 2 1 0 13
10 2

准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）
教　授 准教授教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ａ）

教　授

　　　　算出される教員数を記入してください。

　（２）－②　専任教員数

設　置　時　の　計　画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

4 3

名 名 名

研究指導教員
と合わせて

5

　　　　となっている場合は，「教員審査省略」と記入してください。

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研

究指導教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研
究指導補助教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

・兼担教員として就任予定だった松谷(藤岡)葉子准教授が、平成30年末日をもって退職したが、担当予定だった科目については、兼任教員として担当。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し，

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。なお，設置認可審査時に教員審査省略

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
#REF!

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

自由 0

計 0 科目 計 0 計 0 計

0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 0 科目 選択 0 選択

0 科目

0 科目

0 科目

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

選択

自由
0 人

計

科目0

必修 0 科目

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

必修

選択

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

計 0 計 0 計 0

0

自由 0自由 0 自由 0

後任補充状況

選択 0 選択 0 選択

選択

自由自由

選択 0

辞任等の理由

0

自由自由 0

0

必修・選択・自由の別 担当予定科目

0

0 0

必修

0 人

0

計計 0

0 人

就任を辞退した教員数

0必修

科目

0

科目

科目

必修 0

0

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

0 必修 0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

0

必修 0 科目 必修

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

必修 0 必修 0必修 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

該当なし

職　位 専任教員氏名

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

計

番　号

①の合計数（a）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

専任教員氏名番　号 職　位

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

0

後任補充状況の集計（Ｅ）

必修・選択・自由の別 就任辞退（未就任）の理由

合計（Ｄ）

後任補充状況

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

②の合計数（b） ③の合計数（c）

該当なし

担当予定科目
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

該当なし

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

　　　　記入してください。

　該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

18



区　　　分
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（平成30年4月）

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，当該大学に付された意見を

　　　　全て記入するとともに，付された意見に対する履行状況等について，具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。

　　　・　「履行状況」では，履行途中であれば「未履行」，履行済みであれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等 履　行　状　況

履行済

履行済

２．音楽学の領域の修
了要件について、「口
述又は筆記試験」の実
施時期が資料によって
異なっているため、規
程等において、正しい
時期を明確にし、学生
等に適切に周知するこ
と。

１．設置の趣旨・目的
等が生かされるよう、
設置計画を確実に履行
すること。また、学術
の理論及び応用を教授
研究するという大学院
の目的に照らし、開設
時から充実した教育研
究活動を行うことはも
とより、その水準を一
層向上させるよう努め
ること。

留意事項

留意事項

設置の趣旨・目的に沿った
教育・研究活動が遂行でき
るように、また、高度な専
門的知識・能力を持つ高度
専門職業人を養成すること
を念頭に編成した教育課程
の確実な遂行ができるよう
に、これまでの大学学部に
おける自己点検の実施体
制・実施方法、結果の活用
と公表の方法を準用すると
共に、大学院独自の諸活動
に係る項目を設定して点
検・評価を行い、改善活動
に資することを予定してい
る。また、ＦＤ活動におい
ても、研究科委員会等にお
いて、定期的な協議の場を
設け、授業内容及び方法の
改善を図っている。（30）

『相愛大学大学院音楽研究
科履修要覧　2018（平成30
年度）』の「授業等スケ
ジュール」の項において、
音楽学領域における修士論
文審査及び口述試験の実施
を、2年次2月に実施する旨
記載し、明らかにしてい
る。また、「学位（修士）
取得に向けて」の項におい
て、
・修士論文（音楽学領域）
　(3)修士論文審査及び口述
試験　2月下旬
と記載し、学生等に適切に
周知を図っている。
その他、入学時におけるガ
イダンスにおいても、関係
個所を含めた学生への周知
を行った。
（別紙1：「相愛大学大学院
音楽研究科履修要覧　2018
（平成30年度）」参照）
（30）
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①シラバスの表記

『作品分析特別演習Ⅰ』『作品分析特別演習Ⅱ』『西洋音
楽史特別演習Ａ』『西洋音楽史特別演習Ｂ』の4科目につい
て、「通年」で設定しているが、授業計画が15回分の表記
になっている。

左記4科目については、「通年」での設定であり、30回分の
授業計画が必要である。1回分の授業計画であげている授業
内容は、当初から2回分の時間を要するとして15回分で記載
したが、授業回数を30回としてポータル等でのシラバスの
修正を行うとともに、履修登録等に関するガイダンスでも
学生への周知を図った。（別紙2：「シラバス新旧対照表」
参照）

　　　「相愛大学ＦＤ委員会規程」においても、「音楽研究科」を含めたものと解する。

　　　※平成30年度からは、音楽研究科からも、音楽学部との掛け持ちとして参加することが決まっている。

　　※以下は、平成29年度までの実施状況であり、平成30年度からは音楽研究科を含めた形で実施される。

　　　・ＦＤ研修会（シンポジウム形式、グループワーク形式、外部講師招聘等）

　　　※平成30年2月15日付「相愛大学大学院音楽研究科設置に伴う諸規程等に関する学長達」において、

　　　　　1　「大学」は、「大学（大学院音楽研究科を含む。）」

　　　　　2　「学生」は、「学生（大学院学生を含む。）」

　　　　　3　「教授会」は、「教授会（研究科委員会を含む。）」

　　　　　4　「音楽学部」は、「音楽学部（音楽研究科を含む。）」

　　　　　5　「各学部」は、「各学部（ただし、音楽学部は音楽研究科を含む。）」

　　　委員の構成は、副学長（自己点検・評価担当)、教学部長、各学部より選出された者１名、

　　　共通教育センターより選出された者１名、各事務部長、その他学長が必要と認めた者若干名

　　　（平成29年度の委員構成は、教員6名と職員2名）

　　　・授業評価アンケート（実施・結果・分析結果）について

　　　・授業公開（見学）について

　　　・授業評価アンケートの実施

　　　　　講義期間内に実施し、その結果を教員にフィードバックし、それについての教員の意見及び改善が必要な

　　　・授業評価アンケート

　　　・教員相互の授業参観

②　実施状況

　ａ　実施内容

　ｂ　実施方法

　　　　　場合の改善方策を提出させることで、早急な授業改善に繋げている。

　　　　　結果についても、ポータルサイト等において教職員・学生に向けて公開している。

　　　（別紙3：「相愛大学ＦＤ委員会規程」参照）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

７　その他全般的事項

＜音楽研究科　音楽専攻（修士課程）＞

（１） 設置計画変更事項等

　　　　音楽研究科が関係する諸規程において以下の通り解するものとしている。（別紙4 参照）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　平成20年度より、全学的なＦＤ委員会が設置されている。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　平成29年度は、計5回（5/11、6/1、7/27、11/27、1/30）委員会が開催された。

　　　・事業計画について

　　　・その他

　　　・ＦＤ研修会について
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　　※以下は、平成29年度の実施状況であり、平成30年度からは音楽研究科を含めた形で実施される。

　　　　　　2017年度　「相愛大学各学部の授業内容・方法の改善、向上のための組織的な取組（ＦＤ）のいま

　　　　　　2016年度　「外部研修会のＦＤ報告　－相愛大学ＦＤ活動へのヒント－」　（2016年8月4日開催）

　　　　　（平成29年度：6月5日～6月17日、11月6日～11月18日／専任教員の授業はすべて公開。）

　　　　　授業担当者と見学者、また見学者同士の意見交換を通して、各自の授業のより一層の改善を図ることを

　　　　　目的に実施している。終了後、授業の内容、教授方法等についての、参観者からのコメントを、「ＦＤ

　　　　　授業見学コメント集」として冊子にまとめ、授業改善に繋げている。

　　　・ＦＤ研修会（シンポジウム形式、グループワーク形式、外部講師招聘等）

　　　　　本学教職員や外部講師によるテーマを基にした講演を行う。また、テーマによっては、シンポジウム形

　　　　　式やグループワーク形式で、教職員間での議論も行う。

　　　・教員相互の授業参観

　　　　　参加の機会を増やすために、原則として全授業公開として実施した。

　　　・授業評価アンケートの実施

　　　　　年2回実施

　　　・教員相互の授業参観

　　　　　年2回実施

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　　（全教員ひとり１科目を対象として実施。平成29年度の実施時期：7月10日～7月24日／12月15日～1月19日）

　　　・ＦＤ研修会（研修会は2008年度から実施している。教員の参加は毎回、40～90名。）

　　　　　（過去5年の開催内容は以下の通り）

　　　　＜シンポジウム形式＞

　　　　　　2013年度　「各学部における新しい授業方法の試み」　（2014年2月19日開催）

　　　　　　2014年度　「各学部における教育への取り組み－『大学基礎力調査』の結果を受けて－」

　　　　　　　　　　　　（2014年10月24日開催）

　　　　　　2015年度　「ＳＡ制度を試験的に導入してみて －実施状況、問題点、改善策－」　（2016年2月17日開催）

　　　　＜外部講師招聘＞

　　　　　　2013年度　「学力向上に向けて必要な教育改革と教職員の意識」　（2013年9月26日開催）

　　　　　　2014年度　「『大学生基礎力調査』から考える本学学生の現状と課題」　（2014年7月31日開催）

　　　　　　2015年度　「グローバル人材育成と英語教育 －英語による教授法のポイントと課題－」

　　　　　　　　　　　　（2015年4月27日開催）

　　　　＜グループワーク形式＞

　　　　　　2016年度　「授業改善の取組みの報告事例」　（2017年2月16日開催）

　　　　　　　　　　　　－大学全体として何が足りない？－」　（2017年8月3日開催）

　　　　　　2017年度　「相愛大学の教育が目指すもの」　（2018年2月15日開催）

　　　　　　2015年度　「大学における学生生活の充実方策について －ピア・サポート・プログラム」

　　　　　　　　　　　　（2015年12月10日開催）

　　　　＜その他＞

　　　　　　2014年度　「ＩＣＴとは？　進化する教育法を学ぶ－新教室「コスモ・アイ」の活用に向けて－」　

　　　　　　　　　　　　（2015年2月18日開催）

　　　・授業評価アンケートの結果を受けて、各教員に結果に対するコメント、改善の方法などを記述してもらい、

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　　　　2016年度　「スチューデントアシスタントを活用したＦＤの展開」　（2016年10月17日開催）

　　　　　　2017年度　「高大連携から高大接続改革へ　－政策と実態を確認する－」　（2017年10月24日開催）

　　　　並行して委員会において分析し取りまとめたものを、冊子にして刊行・配布すると共に、ポータルサイトに

　　　　て公開を行っている。ＦＤ委員会や各学部等において、改善の方途を組織的に検討している。

　　　・教員相互の授業参観については、授業公開終了後に今後の改善に資するよう、可能な限り、担当者を含めた

　　　　意見交換会を開いている。また、見学者からの意見をまとめた「ＦＤ授業見学コメント集」を作成し、改善

　　　・ＦＤ研修会については、終了後、参加者からコメントを求め、「ＦＤ研修会コメント集」として冊子を作成

　　　　し、今後の教育改革に繋げている。

　　　　につなげている。

　　　・全学的な取り組みについては一定の方式が定着し、積み上げられてきている。その結果、授業改善に効果が

　　　　みられつつある。引き続き継続的に検証を加えると共に、綿密化を図りながら組織全体に行き渡らせるため

　　　　に、各学部等でのＦＤ活動の充実を図っていく。

　　　　実施時期：7月10日～7月24日／12月15日～1月18日

　　　・授業評価アンケートの結果を受けて、各教員に結果に対するコメント、改善の方法などを記述してもらい、

　　　　並行して委員会において分析し取りまとめたものを、冊子にして刊行・配布すると共に、ポータルサイトに

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　　　て公開を行っている（教員・学生共に閲覧が可能）。

21



　　・平成27年度に、日本高等教育評価機構において大学機関別認証評価を受審。次回は平成34年度に受審予定。

　　（別紙5）

　ａ　公表（予定）時期

　　　　平成31年7月公表（予定）

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

　ｂ　公表方法

　　　　大学ホームページ上にて公開予定。

③　認証評価を受ける計画

（３） 自己点検・評価等に関する事項

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表（予定）の有無　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　　　・　「ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期」には，「ａ　ホームページに公表（予定）有無」で

　　　　「有」にマルを記入した場合のみ，時期を記入してください。

　ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期　　（　　平成30年　　7月　　末日　 ）

（注）・　「ａ　ホームページに公表（予定）有無」には，５月１日時点で公表している場合，もしくは，今後公表

　　　　する予定の場合は，「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は，「無」にマルを

　　　　記入してください。
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(別紙１)
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別
演
習
Ⅰ
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と
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踏
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す
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。
 

到
達
目
標
 

 
作
曲
家
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
伝
統
音
楽
の
構
造
を
知
り
、
自
己
の
創
作
に
反
映
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
。
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踏
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す
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。
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。
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作
品
分
析
（
２
）
主
題
の
対
比

 

1
0

. 
L

u
d

w
ig

 v
a
n

 B
e
e
th

o
v
e
n

 
作
品
分
析
（
１
）
動
機

 

1
1

. 
L

u
d

w
ig

 v
a
n

 B
e
e
th

o
v
e
n

 
作
品
分
析
（
２
）
形
式

 

1
2

. 
L

u
d

w
ig

 v
a
n

 B
e
e
th

o
v
e
n

 
作
品
分
析
（
３
）
管
弦
楽
法

 

1
3

. 
F

re
d

e
ri

c 
C

h
o
p

in
 
作
品
分
析
（
１
）
半
音
階
的
旋
律

 

1
4

. 
F

re
d

e
ri

c 
C

h
o
p

in
 
作
品
分
析
（
２
）
和
声
法
（
和
声
進
行
）

 

1
5

. 
F

re
d

e
ri

c 
C

h
o
p

in
 
作
品
分
析
（
２
）
和
声
法
（
非
和
声
音
）
 

評
価
方
法
 

課
題
レ
ポ
ー
ト

5
0

%
 

授
業
の
参
加
態
度

5
0

%
 

テ
キ
ス
ト
・
 

参
考
書
等
 

授
業
内
で
適
宜
指
示
す
る
。
 

履
修
条
件
 

 

備
考

 

旧
 

（別紙２）シラバス新旧対照表
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新
 

旧
 

科
目
名
 

作
品
分
析
特
別
演
習
Ⅱ
 

配
当
 

2
年
次
 

期
間
 

通
年
 

科
目
区
分
 

専
門
科
目
｜
専
門
演
習
科
目
（
選
択
）
 

単
位
 

4
単
位
 

担
当
教
員
 

松
本
 直

祐
樹
 

授
業
概
要
 

 
作
品
分
析
特
別
演
習

I
の
継
続
と
し
て
、
前
期
ロ
マ
ン
派
の
声
楽
曲
か
ら
後
期
ロ
マ
ン
派

の
管
弦
楽
曲
、
近
代
音
楽
の
諸
作
品
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。
特
に
後
期
ロ
マ
ン
派
に
お
い

て
飽
和
状
態
に
達
す
る
和
声
法
の
分
析
、
大
規
模
化
す
る
管
弦
楽
法
の
分
析
を
行
う
。
ま
た

受
講
者
が
実
際
に
研
究
し
て
い
る
作
品
の
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究
の
進
捗
を
促

す
。
本
演
習
で
は
音
響
学
に
も
言
及
し
て
、
管
弦
楽
法
を
基
礎
と
し
た
音
色
的
構
造
や
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
の
配
置
、
分
析
の
最
終
目
標
で
あ
る
楽
曲
の
美
学
を
探
求
す
る
。
 

到
達
目
標
 

 
作
曲
家
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
伝
統
音
楽
の
構
造
を
知
り
、
自
己
の
創
作
に
反
映
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
。
 

授
業
計
画
 

1
. 

R
o
b

e
rt

 S
ch

u
m

a
n

n
 
作
品
分
析
（
１
）
文
芸
と
声
楽

 
①

 
2

. 
R

o
b

e
rt

 S
ch

u
m

a
n

n
 
作
品
分
析
（
２
）
文
芸
と
声
楽

 
②

 
3

. 
R

o
b

e
rt

 S
ch

u
m

a
n

n
 
作
品
分
析
（
３
）
文
芸
と
動
機

 
①

 
4

. 
R

o
b

e
rt

 S
ch

u
m

a
n

n
 
作
品
分
析
（
４
）
文
芸
と
動
機

 
②

 
5

. 
R

ic
h

a
rd

 W
a

g
n

e
r 
作
品
分
析
（
１
）
和
声
法
（
非
和
声
音
）
①

 
6

. 
R

ic
h

a
rd

 W
a

g
n

e
r 
作
品
分
析
（
２
）
和
声
法
（
非
和
声
音
）
②

 
7

. 
R

ic
h

a
rd

 W
a

g
n

e
r 
作
品
分
析
（
３
）
和
声
法
（
遠
隔
転
調
）
①

 
8

. 
R

ic
h

a
rd

 W
a

g
n

e
r 
作
品
分
析
（
４
）
和
声
法
（
遠
隔
転
調
）
②

 
9

. 
R

ic
h

a
rd

 W
a

g
n

e
r 
作
品
分
析
（
５
）
管
弦
楽
法

 
①

 
1

0
. 

R
ic

h
a

rd
 W

a
g
n

e
r 
作
品
分
析
（
６
）
管
弦
楽
法

 
②

 
1

1
. 

C
la

u
d

e
 D

e
b

u
ss

y
 
作
品
分
析
（
１
）
民
族
音
楽
と
旋
法

 
①

 
1

2
. 

C
la

u
d

e
 D

e
b

u
ss

y
 
作
品
分
析
（
２
）
民
族
音
楽
と
旋
法

 
②

 
1

3
. 

C
la

u
d

e
 D

e
b

u
ss

y
 
作
品
分
析
（
３
）
管
弦
楽
法

 
①

 
1

4
. 

C
la

u
d

e
 D

e
b

u
ss

y
 
作
品
分
析
（
４
）
管
弦
楽
法

 
②

 
1

5
. 

A
n

to
n

 W
e
b

e
rn

 
作
品
分
析
（
１
）
音
色
旋
律

 
①

 
1

6
. 

A
n

to
n

 W
e
b

e
rn

 
作
品
分
析
（
２
）
音
色
旋
律

 
②

 
1

7
. 

A
n

to
n

 W
e
b

e
rn

 
作
品
分
析
（
３
）
セ
リ
ー

 
①

 
1

8
. 

A
n

to
n

 W
e
b

e
rn

 
作
品
分
析
（
４
）
セ
リ
ー

 
②

 
1

9
. 

Ig
o
r 

S
tr

a
v
in

sk
y
 
作
品
分
析
（
１
）
リ
ズ
ム

 
①

 
2

0
. 

Ig
o
r 

S
tr

a
v
in

sk
y
 
作
品
分
析
（
２
）
リ
ズ
ム

 
②

 
2

1
. 

Ig
o
r 

S
tr

a
v
in

sk
y
 
作
品
分
析
（
３
）
複
調

 
①

 
2

2
. 

Ig
o
r 

S
tr

a
v
in

sk
y
 
作
品
分
析
（
４
）
複
調

 
②

 
2

3
. 
O

ri
v
ie

r 
M

e
ss

ia
e
n

 
作
品
分
析
（
１
）
旋
法
と
和
声
法

 
①

 
2

4
. 

O
ri

v
ie

r 
M

e
ss

ia
e
n

 
作
品
分
析
（
２
）
旋
法
と
和
声
法

 
②

 
2

5
. 

P
ie

rr
e
 B

o
u

le
z
 
作
品
分
析
（
１
）
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

 
①

 
2

6
. 

P
ie

rr
e
 B

o
u

le
z
 
作
品
分
析
（
２
）
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

 
②

 
2

7
. 

Ia
n

is
 X

e
n

a
k

is
 
作
品
分
析
（
１
）
グ
ラ
フ
と
確
率

 
①

 
2

8
. 

Ia
n

is
 X

e
n

a
k

is
 
作
品
分
析
（
２
）
グ
ラ
フ
と
確
率

 
②

 
2

9
. 

G
e
ra

rd
 G

ri
se

y
 
作
品
分
析
（
１
）
倍
音
、
微
分
音

 
①

 
3

0
. 

G
e
ra

rd
 G

ri
se

y
 
作
品
分
析
（
２
）
倍
音
、
微
分
音

 
②

 
 

評
価
方
法
 

課
題
レ
ポ
ー
ト

5
0

%
 

授
業
の
参
加
態
度

5
0

%
 

テ
キ
ス
ト
・
 

参
考
書
等
 

授
業
内
で
適
宜
指
示
す
る
。
 

履
修
条
件
 

 

備
考
 

 

 

科
目
名
 

作
品
分
析
特
別
演
習
Ⅱ
 

配
当
 

2
年
次
 

期
間
 

通
年
 

科
目
区
分
 

専
門
科
目
｜
専
門
演
習
科
目
（
選
択
）
 

単
位
 

4
単
位
 

担
当
教
員
 

松
本
 直

祐
樹
 

授
業
概
要
 

 
作
品
分
析
特
別
演
習

I
の
継
続
と
し
て
、
前
期
ロ
マ
ン
派
の
声
楽
曲
か
ら
後
期
ロ
マ
ン
派

の
管
弦
楽
曲
、
近
代
音
楽
の
諸
作
品
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。
特
に
後
期
ロ
マ
ン
派
に
お
い

て
飽
和
状
態
に
達
す
る
和
声
法
の
分
析
、
大
規
模
化
す
る
管
弦
楽
法
の
分
析
を
行
う
。
ま
た

受
講
者
が
実
際
に
研
究
し
て
い
る
作
品
の
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究
の
進
捗
を
促

す
。
本
演
習
で
は
音
響
学
に
も
言
及
し
て
、
管
弦
楽
法
を
基
礎
と
し
た
音
色
的
構
造
や
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
の
配
置
、
分
析
の
最
終
目
標
で
あ
る
楽
曲
の
美
学
を
探
求
す
る
。
 

到
達
目
標
 

 
作
曲
家
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
伝
統
音
楽
の
構
造
を
知
り
、
自
己
の
創
作
に
反
映
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
。
 

授
業
計
画
 

1
. 
R

o
b

e
rt

 S
ch

u
m

a
n

n
 
作
品
分
析
（
１
）
文
芸
と
声
楽

 
2

. 
R

o
b

e
rt

 S
ch

u
m

a
n

n
 
作
品
分
析
（
２
）
文
芸
と
動
機

 
3

. 
R

ic
h

a
rd

 W
a

g
n

e
r 
作
品
分
析
（
１
）
和
声
法
（
非
和
声
音
）

 
4

. 
R

ic
h

a
rd

 W
a

g
n

e
r 
作
品
分
析
（
２
）
和
声
法
（
遠
隔
転
調
）

 
5

. 
R

ic
h

a
rd

 W
a

g
n

e
r 
作
品
分
析
（
３
）
管
弦
楽
法

 
6

. 
C

la
u

d
e
 D

e
b
u

ss
y
 
作
品
分
析
（
１
）
民
族
音
楽
と
旋
法

 
7

. 
C

la
u

d
e
 D

e
b
u

ss
y
 
作
品
分
析
（
２
）
管
弦
楽
法

 
8

. 
A

n
to

n
 W

e
b

e
rn

 
作
品
分
析
（
１
）
音
色
旋
律

 
9

. 
A

n
to

n
 W

e
b

e
rn

 
作
品
分
析
（
２
）
セ
リ
ー

 
1

0
. 
Ig

o
r 

S
tr

a
v
in

s
k

y
 
作
品
分
析
（
１
）
リ
ズ
ム

 
1
1

. 
Ig

o
r 

S
tr

a
v
in

s
k

y
 
作
品
分
析
（
２
）
複
調

 
1

2
. 
O

ri
v
ie

r 
M

e
ss

ia
e
n

 
作
品
分
析
 
旋
法
と
和
声
法

 
1

3
. 
P

ie
rr

e
 B

o
u

le
z
 
作
品
分
析

 
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

 
1

4
. 
Ia

n
is

 X
e
n

a
k

is
 
作
品
分
析

 
グ
ラ
フ
と
確
率

 
1

5
. 
G

e
ra

rd
 G

ri
se

y
 
作
品
分
析

 
倍
音
、
微
分
音

 
                

評
価
方
法
 

課
題
レ
ポ
ー
ト

5
0

%
 

授
業
の
参
加
態
度

5
0

%
 

テ
キ
ス
ト
・
 

参
考
書
等
 

授
業
内
で
適
宜
指
示
す
る
。
 

履
修
条
件
 

 

備
考
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新
 

旧
 

科
目
名
 

西
洋
音
楽
史
特
別
演
習
Ａ
 

配
当
 

1
年
次
 

期
間
 

通
年
 

科
目
区
分
 

専
門
科
目
｜
専
門
演
習
科
目
（
選
択
）
 

単
位
 

4
単
位
 

担
当
教
員
 

黒
坂

 
俊
昭

 

授
業
概
要
 

 
西
洋
芸
術
音
楽
の
中
で
オ
ペ
ラ
の
歴
史
は
、
最
も
華
や
か
で
あ
る
ば
か
り
か
、
最
も
歴
史

的
に
重
要
で
あ
る
。
音
楽
劇
が
後
の
オ
ペ
ラ
の
属
性
を
持
ち
始
め
た
バ
ロ
ッ
ク
初
期
の
オ
ペ

ラ
の
誕
生
か
ら
、
ナ
ポ
リ
楽
派
の
オ
ペ
ラ
と
呼
ば
れ
る
バ
ロ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
、
ウ
ィ
ー
ン
古

典
派
の
オ
ペ
ラ
を
経
て
、

1
9
世
紀
の
オ
ペ
ラ
へ
と
連
な
る
歴
史
を
西
洋
の
音
楽
文
化
の
視

座
か
ら
考
察
す
る
。
特
に

1
9
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
・
ロ
マ
ン
派
オ
ペ
ラ
は
、
心
理
描
写
や
異

国
趣
味
に
見
ら
れ
る
ロ
マ
ン
主
義
や
、
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
政
治
主
張
な
ど
、

1
9

世
紀
社
会
・
文
化
の
把
握
に
不
可
欠
で
あ
り
、
音
楽
生
活
の
み
な
ら
ず
政
治
・
社
会
史
の
視

点
か
ら
読
み
直
し
分
析
す
る
。

 

到
達
目
標
 

 
オ
ペ
ラ
の
歴
史
を
通
し
て
西
洋
の
音
楽
文
化
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 

授
業
計
画
 

1
. 
西
洋
芸
術
音
楽
の
歴
史
的
概
観

 
2

. 
オ
ペ
ラ
の
歴
史
の
展
開

 
3

. 
オ
ペ
ラ
の
誕
生
に
係
る
社
会
的
条
件
、
経
済
的
条
件
、
音
楽
理
論
的
条
件

 
4

. 
ナ
ポ
リ
楽
派
の
オ
ペ
ラ
の
趣
味

 
5

. 
ナ
ポ
リ
楽
派
の
オ
ペ
ラ
の
形
式

 
6

. 
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
オ
ペ
ラ
史
的
位
置

 
7

. 
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
オ
ペ
ラ
の
古
典
主
義

 
8

. 
ロ
マ
ン
派
・
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
題
材

 
9

. 
ロ
マ
ン
派
・
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
と
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト

 
1

0
. 
ロ
マ
ン
派
・
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
主
題
 

1
1

. 
ヴ
ェ
リ
ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
と
オ
ペ
ラ
の
終
焉

 
1

2
. 
オ
ペ
ラ
の
表
現

 
1

3
. 
オ
ペ
ラ
の
時
間

 
1

4
. 
オ
ペ
ラ
の
属
性

 
1

5
. 
オ
ペ
ラ
と
文
化

 
                

評
価
方
法
 

授
業
参
加
へ
の
積
極
性

3
0

%
 

提
出
レ
ポ
ー
ト
の
内
容

7
0

%
 

テ
キ
ス
ト
・
 

参
考
書
等
 

な
し
 

履
修
条
件
 

 

備
考
 

 

科
目
名
 

西
洋
音
楽
史
特
別
演
習
Ａ
 

配
当
 

1
年
次
 

期
間
 

通
年
 

科
目
区
分
 

専
門
科
目
｜
専
門
演
習
科
目
（
選
択
）
 

単
位
 

4
単
位
 

担
当
教
員
 

黒
坂

 
俊
昭
 

授
業
概
要
 

 
西
洋
芸
術
音
楽
の
中
で
オ
ペ
ラ
の
歴
史
は
、
最
も
華
や
か
で
あ
る
ば
か
り
か
、
最
も
歴
史

的
に
重
要
で
あ
る
。
音
楽
劇
が
後
の
オ
ペ
ラ
の
属
性
を
持
ち
始
め
た
バ
ロ
ッ
ク
初
期
の
オ
ペ

ラ
の
誕
生
か
ら
、
ナ
ポ
リ
楽
派
の
オ
ペ
ラ
と
呼
ば
れ
る
バ
ロ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ
、
ウ
ィ
ー
ン
古

典
派
の
オ
ペ
ラ
を
経
て
、

1
9
世
紀
の
オ
ペ
ラ
へ
と
連
な
る
歴
史
を
西
洋
の
音
楽
文
化
の
視

座
か
ら
考
察
す
る
。
特
に

1
9
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
・
ロ
マ
ン
派
オ
ペ
ラ
は
、
心
理
描
写
や
異

国
趣
味
に
見
ら
れ
る
ロ
マ
ン
主
義
や
、
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
政
治
主
張
な
ど
、

1
9

世
紀
社
会
・
文
化
の
把
握
に
不
可
欠
で
あ
り
、
音
楽
生
活
の
み
な
ら
ず
政
治
・
社
会
史
の
視

点
か
ら
読
み
直
し
分
析
す
る
。
 

到
達
目
標
 

 
オ
ペ
ラ
の
歴
史
を
通
し
て
西
洋
の
音
楽
文
化
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 

授
業
計
画
 

1
. 
西
洋
芸
術
音
楽
の
歴
史
的
概
観
（
概
説
）

 
2

. 
西
洋
芸
術
音
楽
の
歴
史
的
概
観
（
各
論
）

 
3

. 
オ
ペ
ラ
の
歴
史
の
展
開
（
概
説
）

 
4

. 
オ
ペ
ラ
の
歴
史
の
展
開
（
各
論
）

 
5

. 
オ
ペ
ラ
の
誕
生
に
係
る
社
会
的
条
件
、
経
済
的
条
件
、
音
楽
理
論
的
条
件
（
概
説
）

 
6

. 
オ
ペ
ラ
の
誕
生
に
係
る
社
会
的
条
件
、
経
済
的
条
件
、
音
楽
理
論
的
条
件
（
分
析
）

 
7

. 
ナ
ポ
リ
楽
派
の
オ
ペ
ラ
の
趣
味
（
概
説
）

 
8

. 
ナ
ポ
リ
楽
派
の
オ
ペ
ラ
の
趣
味
（
各
論
）

 
9

. 
ナ
ポ
リ
楽
派
の
オ
ペ
ラ
の
形
式
（
概
説
）

 
1

0
. 
ナ
ポ
リ
楽
派
の
オ
ペ
ラ
の
形
式
（
分
析
）

 
1

1
. 
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
オ
ペ
ラ
史
的
位
置
（
概
説
）

 
1

2
. 
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
オ
ペ
ラ
史
的
位
置
（
各
論
）

 
1

3
. 
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
オ
ペ
ラ
の
古
典
主
義
（
概
説
）

 
1

4
. 
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
オ
ペ
ラ
の
古
典
主
義
（
分
析
）

 
1

5
. 
ロ
マ
ン
派
・
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
題
材

 
①

 
1

6
. 
ロ
マ
ン
派
・
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
題
材

 
②

 
1

7
. 
ロ
マ
ン
派
・
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
と
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
（
概
説
）

 
1

8
. 
ロ
マ
ン
派
・
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
と
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
（
各
論
）

 
1

9
. 
ロ
マ
ン
派
・
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
主
題
 ①

 
2

0
. 
ロ
マ
ン
派
・
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
主
題
 ②

 
2

1
. 
ヴ
ェ
リ
ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
と
オ
ペ
ラ
の
終
焉
（
概
説
）

 
2

2
. 
ヴ
ェ
リ
ズ
モ
・
オ
ペ
ラ
と
オ
ペ
ラ
の
終
焉
（
分
析
）

 
2

3
. 
オ
ペ
ラ
の
表
現
（
各
論
）

 
2

4
. 
オ
ペ
ラ
の
表
現
（
総
論
）

 
2

5
. 
オ
ペ
ラ
の
時
間
（
各
論
）

 
2

6
. 
オ
ペ
ラ
の
時
間
（
総
論
）

 
2

7
. 
オ
ペ
ラ
の
属
性
（
各
論
）

 
2

8
. 
オ
ペ
ラ
の
属
性
（
総
論
）

 
2

9
. 
オ
ペ
ラ
と
文
化
（
各
論
）

 
3

0
. 
オ
ペ
ラ
と
文
化
（
総
論
）
 

 

評
価
方
法
 

授
業
参
加
へ
の
積
極
性

3
0

%
 

提
出
レ
ポ
ー
ト
の
内
容

7
0

%
 

テ
キ
ス
ト
・
 

参
考
書
等
 

な
し
 

履
修
条
件
 

 

備
考
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新
 

旧
 

 

科
目
名
 

西
洋
音
楽
史
特
別
演
習
Ｂ
 

配
当
 

2
年
次
 

期
間
 

通
年
 

科
目
区
分
 

専
門
科
目
｜
専
門
演
習
科
目
（
選
択
）
 

単
位
 

4
単
位
 

担
当
教
員
 

黒
坂

 
俊
昭
 

授
業
概
要
 

 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
・
芸
術
の
中
で
中
心
的
な
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
音
楽
の
歴
史

は
、
概
ね
西
欧
の
音
楽
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
中
欧
に
位
置
す
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
も
独
自
の
音
楽
の
歴
史
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
国
家
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
伴
う

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
歌
の
受
容
に
始
ま
り
、
イ
タ
リ
ア
と
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
中

世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
・
バ
ロ
ッ
ク
期
を
経
て
き
た
。
そ
の
関
係
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
ポ
ー
ラ
ン

ド
へ
の
一
方
向
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
決
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
の

影
響
関
係
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
中
心
と
周
辺
の
問
題
を
保
ち
な
が
ら
、
現
在

ま
で
独
自
の
展
開
を
示
し
続
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
音
楽
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
的
諸
相
を
分

析
し
解
説
す
る
。
 

到
達
目
標
 

 
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
史
を
理
解
し
、
西
欧
音
楽
に
よ
る
音
楽
史
を
再
認
識
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
 

授
業
計
画
 

1
. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
位
置
的
概
観
と
歴
史
的
概
観

 
2

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
の
歴
史
的
展
開

 
3

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
と
西
欧
音
楽
の
関
係
の
歴
史

 
4

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
聖
歌
の
受
容

 
5

. 
修
道
院
に
お
け
る
聖
歌
の
発
展

 
6

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
多
声
音
楽
の
誕
生

 
7

. 
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
三
様
式

 
8

. 
宗
教
的
寛
容
と
音
楽

 
9

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
特
徴

 
1

0
. 
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
の
誕
生

 
1
1

. 
シ
ョ
パ
ン
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
精
神
と
音
楽

 
1

2
. 
分
割
時
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽

 
1

3
. 
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
の
ロ
マ
ン
主
義

 
1

4
. 
ペ
ン
デ
レ
ツ
キ
の
目
指
す
音
楽

 
1

5
. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
史
の
概
括

 
                

評
価
方
法
 

授
業
参
加
へ
の
積
極
性

3
0

%
 

提
出
レ
ポ
ー
ト
の
内
容

7
0

%
 

テ
キ
ス
ト
・
 

参
考
書
等
 

な
し
 

履
修
条
件
 

 

備
考
 

 

 

科
目
名
 

西
洋
音
楽
史
特
別
演
習
Ｂ
 

配
当
 

2
年
次
 

期
間
 

通
年
 

科
目
区
分
 

専
門
科
目
｜
専
門
演
習
科
目
（
選
択
）
 

単
位
 

4
単
位
 

担
当
教
員
 

黒
坂

 
俊
昭
 

授
業
概
要
 

 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
・
芸
術
の
中
で
中
心
的
な
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
音
楽
の
歴
史

は
、
概
ね
西
欧
の
音
楽
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
中
欧
に
位
置
す
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
も
独
自
の
音
楽
の
歴
史
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
国
家
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
伴
う

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
歌
の
受
容
に
始
ま
り
、
イ
タ
リ
ア
と
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
中

世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
・
バ
ロ
ッ
ク
期
を
経
て
き
た
。
そ
の
関
係
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
ポ
ー
ラ
ン

ド
へ
の
一
方
向
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
決
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
の

影
響
関
係
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
中
心
と
周
辺
の
問
題
を
保
ち
な
が
ら
、
現
在

ま
で
独
自
の
展
開
を
示
し
続
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
音
楽
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
的
諸
相
を
分

析
し
解
説
す
る
。
 

到
達
目
標
 

 
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
史
を
理
解
し
、
西
欧
音
楽
に
よ
る
音
楽
史
を
再
認
識
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
 

授
業
計
画
 

1
. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
位
置
的
概
観
と
歴
史
的
概
観
（
概
説
）

 
2

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
位
置
的
概
観
と
歴
史
的
概
観
（
各
論
）

 
3

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
の
歴
史
的
展
開
（
概
説
）

 
4

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
の
歴
史
的
展
開
（
各
論
）

 
5

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
と
西
欧
音
楽
の
関
係
の
歴
史
（
概
説
）

 
6

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
と
西
欧
音
楽
の
関
係
の
歴
史
（
各
論
）

 
7

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
聖
歌
の
受
容
（
概
説
）

 
8

. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
聖
歌
の
受
容
（
各
論
）

 
9

. 
修
道
院
に
お
け
る
聖
歌
の
発
展
（
概
説
）

 
1

0
. 
修
道
院
に
お
け
る
聖
歌
の
発
展
（
各
論
）

 
1

1
. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
多
声
音
楽
の
誕
生
（
概
説
）

 
1

2
. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
多
声
音
楽
の
誕
生
（
各
論
）

 
1

3
. 
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
三
様
式
（
概
説
）

 
1

4
. 
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
三
様
式
（
各
論
）

 
1

5
. 
宗
教
的
寛
容
と
音
楽
（
概
説
）

 
1

6
. 
宗
教
的
寛
容
と
音
楽
（
各
論
）

 
1

7
. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
特
徴
（
概
説
）

 
1

8
. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
特
徴
（
各
論
）

 
1

9
. 
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
の
誕
生
（
概
説
）

 
2

0
. 
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
の
誕
生
（
資
料
調
査
）

 
2

1
. 
シ
ョ
パ
ン
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
精
神
と
音
楽
（
概
説
）

 
2

2
. 
シ
ョ
パ
ン
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
精
神
と
音
楽
（
分
析
）

 
2

3
. 
分
割
時
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
（
概
説
）

 
2

4
. 
分
割
時
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
（
分
析
）

 
2

5
. 
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
の
ロ
マ
ン
主
義
（
概
説
）

 
2

6
. 
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
の
ロ
マ
ン
主
義
（
分
析
）

 
2

7
. 
ペ
ン
デ
レ
ツ
キ
の
目
指
す
音
楽
（
概
説
）

 
2

8
. 
ペ
ン
デ
レ
ツ
キ
の
目
指
す
音
楽
（
分
析
）

 
2

9
. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
史
の
概
括
（
各
論
）

 
3

0
. 
ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
史
の
概
括
（
総
括
）
 

 

評
価
方
法
 

授
業
参
加
へ
の
積
極
性

3
0

%
 

提
出
レ
ポ
ー
ト
の
内
容

7
0

%
 

テ
キ
ス
ト
・
 

参
考
書
等
 

な
し
 

履
修
条
件
 

 

備
考
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＜62＞ 

相愛大学ＦＤ委員会規程 

 

平成２７年５月１４日一部改正  

                             

（設置）  

第１条 相愛大学（以下「本学」という。）にＦＤ委員会（以下「委員会」という。）を置く。  

 

（目的）  

第２条 本学教員の教育研究活動の向上と能力開発に関して恒常的に検討を行い、その質的充実

を図ることを目的として、ＦＤに関わる事項を審議する 

 

（所管）  

第３条 委員会は以下の事項を所管する。  

（１） ＦＤの企画・立案に関すること  

（２） ＦＤの実施計画と運営に関すること  

（３） ＦＤ活動に関わる情報の収集と提供  

（４） ＦＤに関する広報活動  

（５） その他ＦＤに関する事項  

 

（構成）  

第４条 委員会は次の者をもって構成する。  

（１） 副学長（自己点検・評価担当）  

  （２） 教学部長  

（３） 各学部より選出された者１名  

（４） 共通教育センターより選出された者１名  

（５） 各事務部長  

（６） その他学長が必要と認めた者若干名 

 

（委員長）  

第５条 委員会を統括するために委員長を置く。  

２ 委員長は委員の中から学長が任命する。  

３ 委員長の任期は２年とし、再任を妨げない。  

４ 委員長は必要に応じて委員会を招集し、議長となる。  

 

（任期）  

第６条 第４条の委員の任期は次の通りとする。  

（１） 第４条第１号、２号、５号の委員の任期はその在任中とする。 

（２） 第４条第３号、４号、６号の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。  

 

 

（別紙３）
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＜62＞ 

（事務の所管）  

第７条 委員会の事務は教学課が所管する。  

 

（改廃）  

第８条 この規程の改廃は、大学評議会の審議を経て、学長が行う。  

 

附 則  

この規程は、平成２０年７月１７日より施行する。  

附 則  

この規程は、平成２７年４月 １日から施行する。 

附 則  

この規程は、平成２７年５月１４日から施行する。 
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（別紙４） 

相愛大学大学院音楽研究科設置に伴う諸規程等に関する学長達 

 

平成 30年 2月 15日 

 

平成 30年 4月 1日の相愛大学大学院音楽研究科の設置に伴い、特段の定めがあるものの

他、大学の諸規程等は、原則として、下記の通り解するものとする。 

 

１ 「大学」は、「大学（大学院音楽研究科を含む。）」 

 

２ 「学生」は、「学生（大学院学生を含む。）」 

 

３ 「教授会」は、「教授会（研究科委員会を含む。）」 

 

４ 「音楽学部」は、「音楽学部（音楽研究科を含む。）」 

 

５ 「各学部」は、「各学部（ただし、音楽学部は音楽研究科を含む。）」 

 

６ ただし、不都合がある場合や疑義がある場合は、学長が事務局長等と協議し、決定する

ものとする。 

 

以上 
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（別紙５） 

 

 

設置の趣旨・目的の達成状況に関する統括評価・所見 

 

○「音楽研究科音楽専攻（修士課程）」の設置の趣旨・目的 

相愛大学の音楽教育は、明治末期より今日に至るまで、高度な音楽的技術の修得にとどま

らず、宗教的情操を備え、感性豊かで優れた音楽家、音楽教育者、音楽研究者ならびに音楽

文化と産業の振興に貢献できる人材を育成してきた。 

「音楽研究科」では、この理念を継承しつつ、その真髄を究めるために、さらに高度な演

奏技能・創作能力・研究能力を養い、同時にその技能・能力・知識を発揮するための教養を

涵養し、多様性を帯びてきている音楽の諸相に対応し得る見識を養うことによって、音楽を

幅広く総合的に捉えるための深い学識を授けることを教育研究上の理念とした。 

 

○設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見 

 教育課程等 

一部科目のシラバスについて、授業内容はそのままに授業計画の表記を改め、既述の通り

の修正と学生への周知を行った。また、就任予定の「兼担」教員が、3 月末で自己都合によ

り退職したが、同人が「兼任」教員として着任することとなり、教育課程においては支障な

く運用がなされている。 

 

 学生募集、入学者選抜等 

平成 29 年 6 月 23 日に開催した説明会において、大学院音楽研究科での教育研究上の理

念・目的、3 つのポリシー、カリキュラム、学費、入学試験の概要（予定）等の説明を行い

学内外での周知を図り、その後、平成 29年 8月 29 日付での認可を受けて、平成 30 年度の

「学生募集要項」をホームページにて公表し、募集を開始した。 

前期試験は平成 29 年 10月 22 日から 24日、後期試験は平成 30 年 3 月 1日から 2日に、

計画通り実施したところ、合わせて 16名の志願者があり、入学者は 10名（入学定員 8名）

となった。 

なお、入学者へのアンケート調査を実施することで、今後の学生募集対策へとつなげてい

くこととしている。 

 

 現在は概ね当初計画通りに運用がなされているが、次年度以降も学年進行に従い、設置計画

を確実に履行していきたいと考えている。 
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